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講義の内容

• インターネットの歴史と現状

• インターネットのプロトコル

• インターネットアプリケーション

• 情報セキュリティ

• インターネットと社会
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参考書

• タネンバウム著、水野、相田、東野、
太田、西垣訳：コンピュータネット
ワーク第4版、日経BP、2003、ISBN4-
8222-2106-7、¥7800+税（原著ISBN0-13-
066102-3）

• 小林浩、江崎浩著：インターネット総
論、共立出版、2002、ISBN4-320-12039-
6、¥3400+税
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参考：MCA
(Microsoft Certified Associate)

• マイクロソフトの認定資格で
– IT基礎理論

– マイクロソフト製品技術

– マイクロソフト製品によるソリューション

をカバーする（現状では）日本独自の資格

• 資格の種類
– Platform（OS・ネットワーク）

– Database（データベース）

– Application（アプリケーション構築）

– Security
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1. インターネットの概要
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1.1 インターネットの歴史と現状
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インターネットの歴史

• 1969 ARPANET
• 1974〜1983 TCP/IP
• 1987 商用電子メール, 1990 商用ISP
• 1991 CIX, 1992 Internet Society
• 1993 Mosaic(WWWブラウザ), 1994 W3C
• 1998 ICANN
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世界のインターネット利用者総
数の推移



9Forbes Magazine July 7th, 1997
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我が国のインターネット利用人
口及び人口普及率の推移
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世帯・企業・事業所でのイン
ターネット普及率の推移
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パソコンからのインターネット
の利用用途（複数回答）
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携帯電話・PHSからのインター

ネットの利用用途（複数回答）
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インターネット利用による生活
の変化（複数回答）
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インターネットが利用できなく
なると…
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パソコンからのインターネット
利用者の被害状況（複数回答）
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企業の情報セキュリティ被害状
況（複数回答）
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属性別インターネット利用率
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人口規模別ブロードバンドサー
ビスの普及状況(平成17年3月末)
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公立学校のインターネット整備
率／操作・指導可能な教員比率
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1.2 インターネットの技術的特徴
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パケット交換

• 電話網：回線交換

– 電話局が壊れると通信継続不能

• パケット交換：情報を決められた以下
の大きさに分割し、それぞれに宛先を
つけて独立に配送

– 情報の一部が失われても後続には影響なし

– 中継局が壊れても迂回して通信継続可能
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（あとから書かれた）

Architectural Principles of the Internet

• the goal is connectivity,
• the tool is the Internet Protocol, and
• the intelligence is end to end rather than 

hidden in the network
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1.3 インターネットの運営組織
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ISOC (Internet Society)

ISOC
インターネット学会

IAB
アーキテクチャ委員会

IETF
技術標準化委員会

IESG
運営管理委員会

IRTF
次世代技術委員会

IRSG
運営管理委員会

ISTF
社会政策委員会

ワーキンググループ研究グループ

IAB: Internet Architecture Board

IRTF: Internet Research Task Force

IETF: Internet Engineering Task Force

ISTF: Internet Societal Task Force

IRSG: Internet Research Steering Group

IESG: Internet Engineering Steering 
Group
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RFC (Request for Comments)

NEW IDEA!

インターネットドラフトインターネットドラフト

プロポーズドスタンダードプロポーズドスタンダード

ドラフトスタンダードドラフトスタンダード

スタンダードスタンダード

複数組織で独立に実装・試験
6ヶ月後にIESGが審査・承認

個人またはWGで提案

IESGで審査し、標準化を決定

RFC番号付与

STD番号付与

広範囲で実装し、運用試験
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ASO<3名>
アドレス支持組織

ASO<3名>
アドレス支持組織

PSO<3名>
プロトコル支持組織

PSO<3名>
プロトコル支持組織

DNSO<3名>
ドメイン名支持組織

DNSO<3名>
ドメイン名支持組織

ARIN
(旧InterNIC)

ARIN
(旧InterNIC)

RIPE NCCRIPE NCC

APNICAPNIC

At Large<5名>
(一般会員)

At Large<5名>
(一般会員)

ICANN理事会
<19名>

ICANN理事会
<19名>

IETFIETF

W3CW3C

ITUITU

ETSIETSI

営利企業営利企業

非営利組織非営利組織

ccTLDレジストリccTLDレジストリ

gTLDレジストリgTLDレジストリ

ISP/通信事業者ISP/通信事業者

レジストラレジストラ

知的所有権関係者知的所有権関係者

社長兼会長社長兼会長

JPNIC
JPRS

JPNIC
JPRS

DNSO: Domain Name Supporting 
Organization

ASO: Address Supporting Organization
PSO: Protocol Supporting Organization
ccTLD:Country Code Top Level Domain
gTLD: Generic Top Level Domain
ISP: Internet Service Provider
ARIN: American Registry of Internet 

Numbers
RIPE NCC: Reseaux IP European Network 

Coordination
APNIC:Asia Pacific Network Information 

Center
JPNIC: Japan Network Information Center
JPRS: Japan Registry Service Co., Ltd.
IETF: Internet Engineering Task Force
W3C: World Wide Web Consortium
ITU: International Telecommunication 

Union
ETSI: European Telecommunications 

Standards Institute

ICANN (Internet Corporation for 
Assigned Names and Numbers)



30

1.4 情報量を表す単位
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情報量を表す単位

• ビット[bit]: 0/1の2進数1桁で表すことの
できる情報量(=log2(場合の数))、および
実際に0/1で表した桁数

• bps: ビット／秒(=bit per second)
• バイト[byte, B]: 英数字1文字を表すこと

のできるビット数。現在ではほとんど
の場合8ビット(=オクテット[octet])
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単位の接頭語（その１）

1024 ヨタ Y 109 ギガ G

1021 ゼタ Z 106 メガ M

1018 エクサ E 103 キロ k

1015 ペタ P 102 ヘクト h

1012 テラ T 101 デカ da
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単位の接頭語（その２）

10-1 デシ d 10-12 ピコ p

10-2 センチ c 10-15 フェムト f

10-3 ミリ m 10-18 アト a

10-6 マイクロ μ 10-21 ゼプト z

10-9 ナノ n 10-24 ヨクト y
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単位の接頭語（その３）

• コンピュータ関係では
– 210=1,024 をキロ

– 220=1,048,576 をメガ

– 230=1,073,741,824 をギガ

と呼ぶことも多いが、キロ以外は次第

に使われなくなってきている

• 103をk、210をKと書き分けることもある
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